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5.次回の
　取り組み

今年は、大学側のご協力により、スムーズに運営することが
できた。来年は今回の反省を基盤に、学生も積極的に動ける
ようにしたい。

活動報告書

大正大学吹奏楽団

内　　　容

1.活動内容

  活動名（大会・行事等）： 大正大学吹奏楽団　第９回定期演奏会

　活動場所：　大正大学

  活動日時：　平成25年9月22日（日）

今までの練習の成果を発揮できるようにする。

3.結果報告

客総数116名のお客様がお越しいただいた。
当日の午前中は準備作業もスムーズにはかどり、十分な練習
をすることが出来た。ただ、全員（特に１年生）が緊張していた
ようで、開場までの間に楽器を傷つけてしまうというトラブルは
多少ありましたが、この約半年間、全員で積み上げてきた練
習の成果、パフォーマンスの一体感というものを、十分に発表
できた良い演奏会であった。

4.目標と結果
  のギャップ

係活動の分担や会場設営の手順など、もう少し素早く作業が
完了できるように、工夫するべきだったと感じている。

6.次回活動
　 の目標 来年度は、より多くのお客様に満足してもらえるようにする。

今回の取り組みについての評価 4・3・2・1
　※評価について 　４：よくできた、３：まあまあできた、２：あまりできなかった、１：まったくできなかった


